
【６月の行事予定】 
１日(金) 小修学旅行休養措置日 
２日(土) 町家庭教育研修会，スクールガード研修会 
     校区ゲートボール大会準備 
３日(日) 校区ゲートボール大会 
５日(火) 水泳学習開始・着衣水泳 
６日(水) 中学校集合学習会(諸鈍) 
９日(土) 土曜授業，家庭教育学級 

１１日(月) 校内研究授業(中１英語) 
１４日(木) 伊子茂中校区小中連携研修会（西阿室小） 
１９日(火) ＰＴＡ保護者会 
２２日(金) ＰＴＡ役員会・懇親会 

 ２７日(水) 海岸清掃ボランティア 

「 部活動の思い出 」       校 長  田 中 竜 太 
 伊子茂中学校再開に当たり，部活動が新たにスタートし
ました。男子が野球部(古仁屋中との合同チ
ーム)，女子がバドミントン部です。それぞ

れが放課後等を使って練習に励み，汗びっ
しょりの満足顔で下校していく姿を見なが
ら，自分自身の中学時代を回想することで
した。 
私はある事情から，剣道部に入部しまし

た。一番の思い出は恐い先輩と練習後に飲む山水のうまさ。
先輩に校内で出会うと「チワーッス」の挨拶があちこちで
飛び交い，直立不動で見送る毎日。ＯＢの高校生でも来よ
うものなら，その日の練習が終わるまで胃の痛さが抜けま

せんでした。そんな中，楽しみの一つが練習終了後に飲む
水のうまさ。どういうわけか学校敷地内に湧水が出る水道
があり，そこで口にした水のうまさといったら，何とかの
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の比ではなかったのです。当時は練習中に水を
飲むことが禁じられていたため，その味には格別のものが
ありました。根っからの緊張しいのせいか，試合ではいつ
も負けてばかり。華々しい成績は残せなかったものの，部
活動で学んだことは色々と多かったように思います。競技

力向上はもちろんのこと，部活動は生徒

指導の一環だと言う教員もいます。思春
期のモヤモヤも，練習に懸命に打ち込む
ことで晴れていくものでした。生徒たち
の姿に過去の自分を重ね合わせながら，
遠くからエールを送る毎日です。 

なお，「学校における働き方改革」に伴い，鹿児島県教育
委員会より，「平日１日，土・日１日，計２日の休養日を設
ける」旨の通知が本年３月に出されました。職員が無理の
ない形で生徒たちと向き合えるよう，体制を整えていきま
すので，皆様の御理解・御協力をお願いします。 

 
＜小中学生で仲良く遠足＞ 
連休合間の５月２日(水)，新入生歓迎の春の一日遠足を実施し

ました。目的地は花富海岸です。出発前に体育館で，歓迎の会を

行いました。小学生から中学生へ

歌とプレゼントが渡され，嬉し恥

ずかしの上級生たちでした。レク

リエーションでは，どちらが小学

生か分からないくらい，盛り上が

っていました。 

その後，花富へ向け出発。約 30分かけ徒歩で到着しました。

前半はあちこちに陣取り，スケッチ大会。風光明媚な海岸沿いを

中心に，思い思いに題材と向かい合っていました。また現地では，

一昨年同様，鹿児島大学の学生さんたちが実習に来られていて，

お互いの活動を興味深げに観察し合うことでした。さらに，当日

は「お弁当の日」。家族と協力し合って作ったお弁当は，海を眺

めながら最高の味となり，子供たちの胃袋に納まっていました。 

午後から海岸でひとしきり遊んだ後，ボランティア清掃をして

現地を後にしました。小学２年生から中学２年生まで，ふだんは

一緒に遊ぶ機会が少ないのですが，

当日は十分に交流ができ，小中の絆

を深めることができた遠足となりま

した。花富集落の皆様，お世話にな

りました。 

 

＜小学校集合学習会＞ 
 ５月 15日(火)，第１回鎮西・実久地区小学校集合学習会を本

校を会場に実施しました。薩川・西阿室・伊子茂・秋徳・諸鈍・

池地・与路の７校から 45名が一堂に会した集合学習会ですが，

昨年度より地の利のよい位置に

ある本校が会場校を引き受けて

います。当日は池地・与路小が

中渡し船で，他校がバスを利用

して本校に駆け付けました。 

 初めの時間では，どの学年も

自己紹介やレクリエーションで

緊張を解きほぐしていました。次の時間から，集合学習のねらい

の一つである，大人数の下，多様な考えの交流に重点を置いた学

習が展開されました。また，５・６年生は，間近に迫った修学旅

行の計画を綿密に立てていました。さらに給食，昼休みの遊び，

体育のボール運動では大人数のよさを生かしながら交流を深め，

あちこちで歓声が上がっていまし

た。最後の帰りの集いでは，各学

校の代表一人一人から「大勢で活

動できて楽しかった。」という感想

が出されました。帰路につく他校

生を，本校の子供たちは正門の所

まで出向き，皆で見送ることでし

た。次回は９月に見学学習が予定されています。 

 

＜いかのおすし
．．．．．．

の更なる徹底を＞ 
 ５月 17日(木)，俵・生間駐在所員の協力の下，不審者対応訓

練を実施しました。中学校校舎側から不審者が侵入，職員が対応

している間に中学生が職員室に通報，放送に合わせ児童生徒が中

から施錠のできる体育館に避難しました。所員の不審者役は迫力

があり，対応に当たった男性職員も冷や汗をかきながらでしたが，

必死になって対応しました。近くに居合わせた生徒たちは，大声

を聞きながらも臆することなく冷静に避難していました。 

 ご存知のように，新潟県では小２の女児が殺害された後，線路

上に遺棄されるという痛ましい事

件が起きています。事件の朝，不

審者に追いかけられたことを友達

に話していたという記事も目にし

ました。これが大人の耳にまで伝

わり，対応がとれていたらと悔や

まれます。「どんな些細なことでも大人に知らせることが大切で

ある」ことを，子供たちに指導することでした。また，自分の身

を守るために，大声を出す勇気も必要です。「いかない。のらな

い。おおごえで叫ぶ。すぐ逃げる。しらせる。」の再徹底を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【５月号】 平成３０年５月２４日発行  伊子茂小・中学校 ＴＥＬ７６－００１８ 

 

                                 

 

 

 

瀬戸内町立伊子茂小・中学校 児童生徒数 総計 
平成３０年 

５月２３日現在 
２年 ４年 ５年 ６年 中１年 中２年  

14名 
２ １ １ ２ ６ ２ 

 


